
 
盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによっ

て示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的

伝統に満ちた岩手の地で、こども、家族、地域とと

もに公正で平和な世界の実現を目指します。 

1．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や    

 希望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値  

 観と出会う場を提供します。 
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 お久しぶりです！下小路中学校二年生の山内陽太で

す。知っている人、知らない人、共にいると思いま

すが、僕は二年前までYMCAで活動させてもらつてい

ました。今回はその時の日々を思い出しながら書か

せていただこうと思います。 

 僕は小学校二年生のときに本町スクール、三年生

のときにベストキッズに入団しました。その頃は

サッカーの楽しさしか知らず、ボールを蹴っている

時間が何より楽しいものでした。しかし、学年が上

がるにつれサッカーの難しさもだんだんと分かって

きました。声を出す、走る、正確な判断、ボールを

蹴る。これらの事を頭と体の両方を使い、同時に行

わなければならないのです。僕にとってはとても難

しい事でした。練習しても上手くいかない。こんな

事が続いていました。しかし、そんな時、上級生が

引退し、次のキャプテンが僕だと告げられました。

内心1番驚いていたのは僕自身です。その日の夜、僕

に何が出来るのかじっくり考えました。そしてその

結果「誰より努力し、チームのために尽くそう。」

という意識が僕の中に芽生えました。しかし、ベス

トキッズの練習はそれはもうとてつもなくきつかっ

たです。一人ならとっくに心が折れていたと思いま

す。でも、心強い仲間が、どんなに辛く苦しい事も

一緒に乗り越えてくれました。そうやって1日1日を

過ごしていったから、勝ち負けより大切な「何か」

を手に入れることができたんだと思っています。僕

は今回サッカーで例えてみました

が、これは何においても言えること

だと思います。みなさんも今がん

ばっている事を続け、その「何か」

を探して見て下さい。僕も負けずに

努力を続け、夢に近づけるように頑

張りたいと思います。 



わんぱくキャンプ 

★2017年度 夏のキャンプ報告★ 

 こんにちは！チーズです★わたしからわんぱくキャン

プの様子を報告させていただきます！今年のわんぱく

キャンプは、7月16日(日)〜17日(月)の2日間で行われま

した。わんぱくキャンプはチャレンジのキャンプ。子ど

も達にとってもリーダーにとってもたくさんチャレンジ

できるキャンプです。 

 キャンプ1日目、午前中は雨が降ってしまいびしょぬれキャンプかな？

と思いきや午後にはぽつぽつと雨が上がり、びしょぬれにならずに外で

思いっきり駆け回ることができました！そして最初の大きなチャレン

ジ、ご飯作りです。子ども達には自分のやりたいものをやってもらいま

した。最後まであきらめずにできるかな？…そんな心配もご無用。子ど

もたち一人ひとりが目の前のことに一生懸命取り組みました。自分と同

じくらいの大きな鉈を持って薪を割ったり、切りづらい野菜を切ったり

する姿は素直にすごいなと感じます。みんなで頑張って作ったカレーは

ほんっとうに美味しい！！ナイトプログラムは…パクッと星人がやって

きました！みんなで協力をして元の世界に戻ることができましたよ♪暗

い道もたくさんの星人も子どもたちにとっても忘れられない時間になっ

たと思います。 

 2日目は朝から太陽がでていてまさに夏！みんなでおもいおもいのおに

ぎりを握った後は、お待ちかねフリータイムです。虫捕り、おたまじゃ

くし捕り、おにごっこ、陣取り…昨日まで話したことのなかったお友だ

ちとも知らぬ間に仲良くなり一緒に遊んでいました。 

 キャンプで過ごした2日間はリーダーたちにとっても子どもたちにとっ

てもずっと忘れられない大切な思い出になったと思います。冒頭で言い

ましたが、わんぱくキャンプはチャレンジのキャンプ。キャンプで起こ

る一つ一つのことが子どもたちにとってチャレンジだとわたしは思いま

す。そして、チャレンジすることを恐れない子どもたちはいつまでも私

のお手本であり、もっと頑張ろうと思える源です。来年のわんぱくキャ

ンプはどんなキャンプになるのか楽しみです♪あっという間の2日間でし

た！ありがとうございました。 

 

盛岡大学児童教育学科3年 小野寺保乃香（チーズリーダー） 

サッカーキャンプ 
 サッカーキャンプは盛岡だけでなく、東京などからも

子どもたちが参加して多彩な個性の光るキャンプとなり

ました。初めましてでも一緒にサッカーをしてしまえば

知らず知らずのうちに友達になっている、そんな雰囲気

で１日目の練習が終わったころにはお互いに名前を呼び

あい片付けなどを協力する姿が見られました。 

 2日目はプールに入り、流れるプールやウォータースライダーなど、夏

の遊びを満喫。水中鬼ごっこや水の掛け合いをしている子もいれば、

リーダーの背中でひたすらしがみついて遊んでいたり、水流を作るため

に水を出している部分でひたすらに水流に耐えていたりと、ここでも個

性を垣間見ることが出来ました。夜からは最終日に行われる岩手山カッ

プに向けて４つのチームに分かれ、それぞれチーム名を決めたり、オリ

ジナルユニフォームを作ったり、練習を考えたりしました。勝利を目指

し、活発に、でも楽しく話し合いをしていたように思います。３日目に

はバーベキューも行われ、たもりリーダーやジーパンリーダーが歌やダ

ンスをしながら楽しく焼いたお肉や野菜をみんなでわいわい食べまし

た。片付けは子どもたちが自主的に動き、最後までしっかり協力してい

たことがとても印象に残っています。いよいよ4日目の岩手山カップ当日

になり、手作りのユニフォームを着て、声を張り、体を張り、走

り・・・笑いあり、涙ありの、想いのこもったプレーが多くみられる大

会となりました。 

 サッカーが好き、うまくなりたい、そんな気持ちを共通して持ってい

るメンバーだからこその楽しさや対立、そしてたくさんのドラマがあり

ました。子どももリーダーも全力を尽くし、お互いを認め合い、協力し

合った3泊4日は本当にいろいろなことがあり、笑いや涙がその充実を物

語っているように思います。うまくなってまた来年会おう！と別れ際に

話している様子に、切磋琢磨する子どもたちの仲間意識を感じることの

出来るキャンプになりました。 

 

岩手県立大学短期大学部2年 早坂知美（ちょびリーダー） 

森の大自然満喫キャンプ 
 皆さんこんにちは！マックスです。私は森の大自然満喫

キャンプのメインを努めさせていただきました。 

 バスで外山森林公園へ！管理棟の方にしっかりと挨拶を

してテントへ向かい、準備をしてお弁当を食べたあとはプ

ログラムです！どのグループも森を歩き回り、自然を満喫

しながらグループで話し合ってミッションを達成していま

した。そして巨大な輪っかで人間輪投げをしてとても盛り

上がりました！お腹がすいたところで夕食作りのスタートです。薪割

り、包丁とやりたいことに分かれて作業開始。薪割りではチャレンジす

る低学年や、それを手伝う高学年の姿が見られました。包丁班も皆一生

懸命具材を切っていました。火付けをする子も現れ、汗をかきながら火

を起こしていました。皆で作って皆で食べた夕食はとても美味しかった

です。自分の皿を最後までしっかり洗うと下のファイヤーサークルには

炎が。キャンプファイヤーの始まりです！歌ったり踊ったりして大騒

ぎ！最後には全員でキャンプソングを歌い、充実した１日となりまし

た。 

 2日目の朝の集いでは震源地ゲームをして全員で楽しみました！朝ごは

んを食べて、午前と午後はお昼を挟んでフリータイム！虫取り網を持っ

ていざ出陣！トンボやアメンボ、カナヘビを夢中になって追いかけ、自

然を満喫していました！午後は滝を見にいく勇敢なグループもあれば大

勢で水鉄砲合戦をするグループも！リーダーに狙いを定め皆で水をかけ

ていました！リーダーも子どもたちも全力で走り回りました。片付けを

して管理棟に挨拶をし、バスに乗って帰りました。 

 この2日間は自然を満喫して走り回りました！怪我もなく子どもたちの

笑顔が多く見られた充実したキャンプとなりました。また皆と遊ぶこと

を楽しみにしています！  

 

岩手大学教育学部2年 東彩由海（マックスリーダー） 



島のわくわくキャンプ 
 こんにちは♪マックです！島のキャンプでは気仙沼大

島に行ってきました。フェリーではカモメに手渡しで

かっぱえびせん渡しに挑戦をし、キャンプ場についてか

らは、グループ毎に分かれ、島で磯や地獄岬に探検に

行ったりしました。ナイトプログラムではグループで１

つの旗を作りました。みんなで案を出し合い、それぞれ

のグループの個性が光る旗が完成しました。 

 2日目は海水浴をしました。波乗り隊や、カニ獲り隊、泥投げ、砂浜で

リーダーを埋めるなど、思いっきり海を楽しむことが出来ました。ま

た、夜は薪割り、火つけに挑戦しグループ毎に飯盒でお米を炊きまし

た。夕食は隣のテントのグループと合体して、みんなでワイワイ食べま

した。その後のナイトプログラムではグループ対抗のゲームをした後に

ある発表がありました。それは3日目にお祭りをするという発表です！！

グループ毎にゲームやご飯のメニューを考えたり、お祭りの実行委員を

決めお祭りを盛り上げるための案を出し合いました。そして、グループ

毎の係を決めたり、スタンツ大会をする事にしました。 

 そして、3日目のお祭り準備では、雨の関係で祭りで出すご飯を自分た

ちで作ることはしませんでしたが、それぞれのグループで、スタンツ大

会の練習をしたり、お祭りで出すゲームを作ったりしました。また、そ

れぞれの係がグループでお祭りを盛り上げる装飾を作ったり、地図を

作ったり、お金を作ったり、みんなでお祭りを作りました。そして、パ

フォーマンス大会では、踊ったり、クイズ大会をしたり、劇をするな

ど、グループの工夫が満載で大盛り上がりしました。お祭りでは、射的

に輪投げ、おみくじ、飴すくい、カニすくいなどたくさんのゲームが出

されました。高学年の子が低学年の子にルールを丁寧に教えている姿、

射的をセットしてあげる姿、おまけをしてあげたり、笑い声でいっぱい

の大盛り上がりのお祭りでしたが、とても暖かい雰囲気のお祭りでもあ

りました。そんな素敵な時間をみんなで作れたことがマック自身もとて

も嬉しかったです。 

 最終日はグループ関係なく、虫取りや探検、ダルマさんが転んだなど

をしました。お昼ご飯はみんなで食べ、どこからともなくキャンプだほ

いが歌われ、リーダーのオリジナルキャンプだほいや、みんなで歌を

歌ったりして過ごしました。 

 今回の島のキャンプでは、みんなそれぞれ違うから喧嘩したり上手く

いかないこともたまにはあるけど、それを乗り越えて、やっぱりみんな

で作るキャンプは最高だなっと強く感じたキャンプでした。島キャンの

みんな、最高の夏の思い出をありがとう！！！ 

 

岩手看護短期大学3年 鬼柳琴（マックリーダー） 

星空満天キャンプ 
 こんにちは、ビリケンです！星空満天キャンプは焼走

り国際交流村で行いました。 

 今回の星空満天キャンプは、残念ながら3日間を通し

てあいにくの曇り空となってしまいましたが、曇り空の

中でも元気いっぱい楽しく過ごすことができました☆ 

 1日目は、緊張した顔の子どもたちも居ましたが、み

んなで協力してテントを建てたり、プログラムをしたり

するうちに段々と緊張がほぐれていったようでした。晩ご飯づくりは、

グループごとに飯盒で米を炊いたのですが、新聞紙や薪が湿気っていた

こともあり、みんなとても苦労していました。それでもなんとかお米が

炊き上がり、みんなでカレーライスを食べました。晩ご飯後の天文台で

も、やっぱり曇り空で望遠鏡で星を見ることは出来ませんでしたが、と

ても親切な施設のおじさんが星についてのいろんなお話をしてくれまし

た。 

 2日目の午前中はプログラムをして遊びました。キャンプ場内のいろん

な場所に隠されている文字を集めてグループごとに面白い文章を作ろ

う！というプログラムです。それぞれのグループが個性豊かな文章を上

手に作り上げていました。昼食のサラダうどんを食べたあとはフリータ

イムでした。フリータイムでは、ファイヤーサークルを使ってドーン

じゃんけんをしたり、ケイドロをしたり、ナイトプログラムで行うスタ

ンツ大会での出し物をグループごとに話し合ったりしていました。晩ご

飯作りでは、みんなで役割り分担をして、ひっつみとわかめご飯を作り

ました。薪割りではわり箸ほどの細さに切れるようになったり、火加減

を上手にコントロール出来るようになったり、子どもたちの成長を見る

ことができました。ナイトプログラムはキャンプファイヤーの予定でし

たが雷が聞こえたため、急遽、室内でのスタンツ大会のみに変更となり

ました。しかし、どのグループの発表でもたいへん盛り上がりキャンプ

に来ている全員が一体となって楽しむことができました。 

 3日目の午前中のフリータイムでは、グループオリジナルの星座を考え

たり、ケイドロをしたりして過ごしました。昼食後の午後のフリータイ

ムでは、小雨の中、焼走り溶岩流という溶岩だらけの道を散歩したり、

室内で風船バレーをしたり、だるまさんがころんだをしたりして遊びま

した。午後は小雨が降っていたため外で思いっきり遊べる状態ではあり

ませんでしたが、それでも子どもたちはグループの壁を超えてたくさん

のお友達と遊んでいました。 

 今年の星空満天キャンプでは、3日間を子どもたちと共に過ごしていく

中で、子どもたちの成長を切に感じることができました。天候には恵ま

れませんでしたが、たくさんの経験を得ることができたのではないかと

思います。みんな一体となって盛り上がれたキャンプになっていたと思

います。 

 でも、やっぱり、来年こそは、満天の星空を見たい！！来年に期待！ 

 

中高生キャンプ 
 7月28日（金）から30日（日）、盛岡ＹＭＣＡ初の試みと

なる中高生キャンプを開催しました。中学1年が1人、高校1

年生が1人、高校2年生が2人、高校3年生2人の6人のメン

バーが参加し、キャンプを通して「自分の居場所」を見つ

けることができたキャンプになったと感じています。 

 このキャンプでは「自主性」を大切に考えてコーディ

ネートされたキャンプで、28日（金）に集合場所の内丸教

会に集まった後、「このキャンプをどう創っていくか？」のミーティン

グをスタッフ・リーダーも含め全員で行いました。キャンプ中のご飯は

どうするのか？キャンプ中の様々な役割は誰が担うのか？何を過ごし、

何を感じ、何を楽しみキャンプを過ごすのか？キャンプ中のルール設定

はどうするのか？スタッフがファシリテーターとなり自分たちがこれか

ら過ごすキャンプを全員で形にしていき、これからのキャンプのイメー

ジを共有していきました。また、自然との触れ合いや、遊びを通してだ

けではなく、キャンプ2日目には「人間関係トレーニング」を実施し、

「自分と他人の違い」や「全体における自分の役割」「対立を乗り越え

ての協調」についてワークショップを通して深め合うことができまし

た。 

 思春期真っ只中の中高生にとって、「自分は自分でいいんだ」「自分

はやればできるんだ」という感覚は、日々の忙しさや、学校生活の中で

の悩み、苦しみや人間関係の難しさの中で少しずつ薄れていってしまっ

ています。今回のキャンプを通して「自分は自分でいいんだ」「自分と

他人は違うけれど繋がれるんだ」と一人一人がその子なりに感じてくれ

ていたら嬉しいです。 

 どのキャンプもそうですが、このキャンプでもキャンプの凄さや楽し

さを改めて感じると共に、参加したメンバーが「仲間」となる瞬間の輝

きを体験することができました。今後も様々な場面で中高生たちと繋が

り、かけがえのない瞬間を共に過ごし、成長していければと思います。

最後になりますが、このキャンプにご支援いただいた皆様、そして参加

してくれたメンバーのみんな、素敵なキャンプをありがとうございまし

た。 

盛岡ＹＭＣＡスタッフ 伊藤眞太郎（ひげたまごリーダー） 



★8月1日(火)～3日（木） 

 体育教室 キッズコーディネーション 

 場所：仁王地区活動センター 

 

★4日(金)～5日(土) 

 森の大自然満喫キャンプ 

 場所：外山森林公園キャンプ場 

   

★5日（土）～7日（月） 

 田沢湖思いっきりサマーキャンプ 

 場所：仙北市 田沢湖キャンプ場 

 

★6日（日）～9日（水） 

 島のわくわくキャンプ 

 場所：気仙沼市 休暇村気仙沼大島 

 

★10日（木）～12日（土） 

 星空満天キャンプ 

 場所：焼走り国際交流村 

 

★13日（日）～16日（水） 

 盛岡ＹＭＣＡ休館 

 

★18日（金） 

 篠木サッカースクールⅡ期開講 

 盛北サッカースクールⅡ期開講 

 金曜水泳教室Ⅱ期開講 

 

★19日（土） 

 本町サッカースクールⅡ期開講 

 

★20日（日） 

 アドベンチャークラブ 

 ～目指せ源流！沢登りに行こう～ 

 場所：区界 閉伊川 

 

★21日（月） 

 土淵サッカースクールⅡ期開講 

 月曜水泳教室Ⅱ期開講 

 

★22日（火） 

 火曜水泳教室Ⅱ期開講 

 

★23日（水） 

 水曜水泳教室Ⅱ期開講 

 盛南サッカースクールⅡ期開講 

 

★24日（木） 

 向中野サッカースクールⅡ期開講 

 高松サッカースクールⅡ期開講 

 常議員会・理事会 

 場所：アイーナ ミーティングルーム 

８月の予定 

平和について 

 
 飽きっぽい性格の僕がYMCAで働き始めて32年にな

る。そしてそのスタートは広島YMCAからだった。素晴

らしい先輩や仲間に支えられて3年間の広島での生活

は、瞬く間に過ぎてしまった。しかし、当時の僕は広

島に原爆が落ちた事実に目を向けることは、残念なが

らあまりなかった。 

 情報が溢れる今の時代、なにが正しくて、なにが間

違っているのかがますますわかりにくくなっている。

改憲について、沖縄の基地移転について、原子力発電

所について。社会には様々な課題があるが、勉強不足

のせいか、反対の意見に耳を傾けると「全くその通り

だ！」と思い、賛成の意見を聞くと「なるほど！」と

思ってしまうのだ。 

 昨年、広島を訪れる機会があり、久しぶりに林辰也

元広島YMCA総主事とお会いすることができた。青年時

代に戻って自分の疑問を林さんにぶつけてみると、以

下の答えが返ってきた。 

「濱塚君、君は平和に軸足を置いているか？」 

8月は、広島、長崎と人類史上初めて、原爆が投下され

た月である。そして、これを最後にさせることが僕た

ち大人の責任であると思う。 
 

「義の実は、平和を実現する人たちによって、平和の

うちに蒔かれるのです。」 
（新共同訳聖書 ヤコブの手紙 3章：18節） 

 

盛岡YMCA総主事  

濱塚有史 

君でいいんだよ  

～JUST THE WAY “YOU”ARE㊲～ 

表紙の写真から 

感
謝 

 
 
 

 

（
２
０
１
７
年
度
７
月
２
０
日
現
在
） 

敬
称
略 

●
維
持
会
費 

木
田
泰
之
、
光
永
尚
生
、
花
田
瞳
、
小
笠
原
真
紀
子
、
東
森
聡
、
伊
藤
眞
太

郎
、
伊
藤
愛
美
、
尾
形
裕
一
郎
、
家
村
知
佳
、
小
川
嘉
文
、
小
川
明
佑
、
魚

住
恵
、
長
岡
正
彦
、
斉
藤
恒
夫
、
濱
塚
有
史
、
濱
塚
真
美
、
濱
塚
恵
太
、
濱

塚
直
樹
、
濱
塚
牧
人
、
濱
塚
秋
二
、
濱
塚
れ
い
こ
、
熊
谷
大
樹
、
今
松
桂

子
、
熊
谷
太
、
増
田
隆
、
田
村
治
之
、
鵜
丹
谷
三
千
代
、
大
関
靖
二
、
北
田

ア
ユ
子
、
熊
谷
力
實
、
川
坂
保
宏
、
名
古
屋
恒
彦
、
工
藤
あ
さ
ひ
、
高
瀬
稔

彦
、
早
坂
春
希
、
熊
谷
一
郎
、
村
田
深
雪
、
及
川
孝
虎
、
遠
藤
昌
樹
、
神
田

橋
慧
一
、
伊
藤
眞
一
郎
、
伊
藤
み
ど
り
、
飯
島
隆
輔
、
一
戸
貞
文
、
人
見
晃

弘
、
吉
﨑
陽
、
森
山
日
菜
乃
、
森
山
幹
大
、
滝
川
佐
波
子
、
林
辰
也
、
中
村

渉
、
浅
沼
慧
、
角
谷
晋
次
、
古
澤
伸
、
上
中
優
奈
、
齋
藤
之
彦
、
南
原
良

哉
、
伊
藤
克
見
、
井
上
修
三
、
井
上
優
子
、
井
上
浩
太
郎 

●
寄
附
金 

 
 

光
永
尚
生
、
花
田
瞳
、
熊
谷
大
樹
、
今
松
桂
子
、
熊
谷
太
、
増
田
隆
、
熊
谷

力
實
、
早
坂
春
希
、
伊
藤
眞
一
郎
、
伊
藤
み
ど
り
、
人
見
晃
弘
、
角
谷
晋

次
、
伊
藤
克
見 

ショッカーもフィリピンで考えた。⑤ 
 ワークキャンプでは、たくさんの人との出会いがあった。中

でも、イロイロYMCAのユースリーダーとの出会いは大きなもの

だった。 

 一週間のワークキャンプは、イロイロYMCAにユースリーダー

と共に過ごした。 

 彼らは、皆気さくに話しかけてくれた。私が英語を理解しや

すいように、ゆっくり話してくれたり、現地の言葉を英語でわ

かりやすく説明したりしてくれた。 

 ワークキャンプ中、日本からのキャンパー2人と、イロイロ

YMCAのユースリーダー1人の3人のグループでワークなどの活動

を行うことがあった。その時に一緒になったのがノエルという

ユースリーダーである。ノエルは、ギターと歌がとても上手

で、優しくいつも私達のことを気にかけてくれていた。日本の

アニメが好きで、その話で大いに盛り上がった。普段はクール

だが無邪気になってはしゃぐ時もあり、一緒にいてとても楽し

かった。 

 ホームステイでは、クインジーとのペアだった。クインジー

は、いつも私のことを気にかけてくれ、ホームステイ先では英

語で内容を噛み砕いて説明してくれたり、ディングル地区で使

われている言葉を教えてくれたりした。最初は不安だったホー

ムステイもクインジーのおかげで気が楽になり楽しむことがで

きた。 

 ワークキャンプでは移動の時間が多かった。そんな移動など

の何気ない時間でも、楽しい時間がたくさんあった。言葉の壁

を超えて、楽しい時間を作り出し、共有することはとても難し

いことであると思う。しかし、日を重ねるごとに楽しさを共有

する時間が増えていった。皆で同じ話題で笑いあえていること

が、とても嬉しかった。そんな時間を作り出せたことは素晴ら

しいことであると思う。一週間という短い期間であったが、生

活を共にすることでお互いを知りより親密な関係になることが

できたから、何気ないことでも楽しい時間とすることができた

のではないかと思う。 

 サマーキャンプが始まった。どんな子どもたちが来てどんな

キャンプになるだろうか。とてもワクワクしている。子どもた

ちの中には不安な気持ちを抱えている子もいるはずだ。ホーム

ステイでクインジーにしてもらったように不安を取り除き楽し

さを提供していきたい。キャンプで出会った子どもたちと楽し

い時間を作り出し、共有し皆で一つになることができたらいい

と思う。 

伊藤陸（ショッカーリーダー） 

 

こ
ん
に
ち
は
！
今
回
リ
ー
ダ
ー
紹
介

を
担
当
す
る
タ
イ
ヤ
と
い
い
ま
す
！
初

め
て
な
の
で
、
ま
ず
最
初
に
少
し
自
己

紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

 

タ
イ
ヤ
は
岩
手
県
立
大
学
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
情
報
学
部
と
い
う
と
こ
ろ
の
２

年
生
で
、
本
名
を
湯
澤
直
希
と
い
い
ま

す
。
性
別
は
男
で
す
！
車
が
大
好
き

で
、
タ
イ
ヤ
っ
て
名
前
も
そ
こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
回
タ
イ
ヤ
が
紹
介
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
た
く
あ
ん

リ
ー
ダ
ー
で
す
！
た
く
あ
ん
は
大
原
ス
ポ
ー
ツ
公
務
員
専
門

学
校
盛
岡
校
の
２
年
生
で
本
名
は
小
野
誉
史
と
い
い
ま
す
！

た
く
あ
ん
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
名
だ
け
ど
、
お
漬
物
の
た
く
あ

ん
は
特
別
好
き
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
…
。 

 

た
く
あ
ん
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
に
た
く
さ

ん
参
加
し
て
い
ま
す
！
サ
ッ
カ
ー
歴
は
フ
ッ
ト
サ
ル
も
合
わ

せ
る
と
７
年
で
、
な
ん
と
審
判
の
資
格
も
持
っ
て
い
る
ん
で

す
！
す
ご
い
で
す
ね
～
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
だ
け
で
サ
ッ
カ
ー

を
練
習
す
る
と
き
に
、
た
く
あ
ん
は
と
っ
て
も
上
手
な
の
で

リ
ー
ダ
ー
み
ん
な
に
教
え
た
り
も
し
ま
す
！ 

と
て
も
頑
張
り
屋
で
、
こ
の
前
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
使
っ
た
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
実
は
た

く
あ
ん
が
一
番
頑
張
っ
て
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ッ
カ
ー
当
日
は
忙
し
く
て
行
け
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
ん
な
忙
し
い
中
で
も
先
頭
に
立
っ
て

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
！ 

 

そ
れ
か
ら
頑
張
り
屋
と
い
う
こ
と
で
、
筋
ト
レ
も
頑
張
っ

て
い
て
と
っ
て
も
筋
肉
が
あ
り
ま
す
！
力
を
入
れ
る
と
腕
と

か
ム
キ
ム
キ
に
な
る
の
で
、
今
度
触
ら
せ
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
笑 

 

色
々
と
紹
介
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
あ
ん
に

は
良
い
と
こ
ろ
と
か
す
ご
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
！
た
く
さ
ん
見
つ

け
て
み
て
く
だ
さ
い
！
以

上
、
タ
イ
ヤ
で
し
た
！ リ

ー
ダ
ー
紹
介 

今回の表紙は宮古サッカースクールで

の１枚。久しぶりに来たリーダーにみ

んなとても嬉しそうに飛びつきます。 

「人間をかえせ」 

序 

峠 三吉 

 

ちちをかえせ   ははをかえせ 

としよりをかえせ 

こどもをかえせ 

わたしをかえせ  わたしにつながる 

にんげんをかえせ 

にんげん  にんげんのよのあるかぎり 

くずれぬへいわを 

へいわをかえせ 

 

 

↑
た
く
あ
ん 


